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輝く未来へ今、袋井が動き出す！～挑戦するDNAを呼び起こせ～

若者×地域学

大学連携
モデル

静岡理工科大学との包括連携協定に基づき、恒例となった「地域学講座」を開催。
講座には、大学１～２年生28人が６グループに分かれて参加し、各グループには市の
若手職員１人がついてアドバイス役を務めた。

グループワークでは、2019年ラグビーワールドカップを契機とした観光振興策などを
４回にわたって調査・研究し、課題解決に向けた提案をまとめ発表した。
［開催期間：8/7～8/22のうち４日間、表彰式：10/9］

平成30年８月23日（木）静岡新聞［朝刊］

今年のテーマは「観光誘客」

最終日には地元の高校生６人も参加し、学生からの提案を聴講しました。

タイトル 概 要

市
長
賞

次世代の
ふくろい
ガイドブック

観光パンフレットや交通
機関の運行時間など、
観光客向けの情報を集約
するアプリ開発などの
提案。

学
長
賞

テクノロジー
を活かした
観光

理工科大学が作成した
ＡＲ「ラガーマー」を
改良し、市内呉服店と協
力を得て、着物や浴衣な
どのデジタル試着機能を
登載し、和服の販売増と
観光誘客を図る提案。


